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じ
ま
り
か
ら

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

生活科の歩みをたどる座談会
●生活科探究ロード　  ●新教科「生活科」の誕生
●生活科の本質とは？   ●遊びの価値とは？
●生活科の新しい学び  ●明日へつなぐ生活科

明日へつなぐ生活科



生活科探求ロード
昭和40年代
～50年代

▼
低
学
年
の
社
会
と
理
科
に
つ
い
て
、
教
科
構
成
の

在
り
方
が
課
題
と
さ
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

▼「
小
学
校
指
導
書
生
活
編
」発
行
。
生
活
科
の
目
標
の

４
つ
の
観
点
、
学
年
の
目
標
の
２
学
年
共
通
の
３
項

目
、
内
容
構
成
の
３
項
目
が
定
め
ら
れ
る
。

学習指導要領改訂で、
「生活科」が新設される
❶具体的な活動や体験を重視す
る。❷自分とのかかわりで社会や
自然をとらえる。❸自分自身や自
分の生活について考える。❹生活
上必要な習慣や技能を身に付ける。

生
活
科

社会の変化に自ら対応できる心豊
かな人間の育成。生活科の新設、
道徳教育の充実。

［実施：平成4年度］

総
則

生活科スタート！
平成元年
（1989）

▼
臨
時
教
育
審
議
会（
臨
教
審
）

　

第
２
次
答
申（
生
涯
学
習
体
系
）

昭和61年
（1986）

▼
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
で
、
小
学
校
低
学
年
段
階

の
社
会
科
と
理
科
の
廃
止
と
、
新
教
科
と
し
て
の

「
生
活
科
」を
設
置
す
る
方
向
が
定
め
ら
れ
る
。

昭和62年
（1987）

▼
児
童
の
時
間
割
に「
生
活
科
」が
位
置
づ
け
ら
れ
、
検

定
教
科
書
を
使
用
し
て
の
授
業
が
開
始
し
た
。

▼
中
教
審
答
申（
受
験
戦
争
の
緩
和
）

平成4年
（1992）

大宮健一先生
札幌市立幌南小学校校長

教員4年め（平成6年）に
生活科と出会う。「自立
の基礎」となる「はらはら
ドキドキ」を追求して学
びをつくってきた。

礒島年成先生
北翔大学教育学科教授

平成元年、生活科創立か
ら関わる。低学年社会科
や理科の時間を「自分と
の関わり」で捉え、生活
科定着に尽力してきた。

田中美紀先生
札幌市立札苗北小学校教諭

教員1年め（平成6年）に
生活科と出会う。子ども
のストーリーを広げ、遊
びの中で学びを深めるこ
とを大切にしてきた。

加藤秀樹先生
札幌市立南月寒小学校校長

教員5年め（平成5年）に
生活科と出会う。子ども
の思いや願いを大切にす
る子ども観や指導観を研
究、実践してきた。

森田智也先生
元札幌市立北園小学校校長

教員6年め（平成4年）に
生活科研究校に赴任。子
ども目線の授業観、学び
の価値を多くの先生に伝
え続けている。

生活科の歩みをたどる座談会
時 代 を超 えた 学 び の 軌 跡

生活科が誕生してから、35年以上がたちました。

幾度もの変革をへて進化を遂げてきた生活科。その黎明期から現場で活躍されてきた先生がたと、

生活科の変遷をたどりながら、改めて「生活科」の本質を探ってみませんか。

▼
臨
時
教
育
審
議
会（
臨
教
審
）

第
１
次
答
申（
個
性
重
視
・
学
歴
社
会
是
正
）

昭和60年
（1985）
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森田　生活科が始まって35年以上
がたち、長年携わっている先生がた

が退職される世代交代の過渡期にお

いて、当初の志やさまざまな知見が

失われ、実践だけが残っているので

はないかという懸念がありました。

今日は、生活科を振り返り、我々の

経験を共有する場にしたいと思いま

す。まずは印象に残っている、移行

期の授業を聞かせてください。

加藤　私の初任は2年生担任だった
ため、低学年社会科に力を入れてい

ました。バスの運転手をテーマに教

室内にバスの車内を再現したり、パ

ン工場見学に向けて実際にパンを作

ったりして、リアルな体験を取り入

れていました。これがのちの生活科

の授業へとつながったと思います。

礒島　私が生活科と出会ったのは、
平成元年度の移行期です。低学年の

社会科と理科の内容を、生活科の趣

旨を活かしてリメイクしたことが懐

かしく思い出されます。生活科は
「自分との関わり」を重視する教科で
す。従来の社会科では、「バスの運
転手」のように職業に焦点をあてて

礒島　平成2年、私が北海道の先生
に生活科の授業を公開した研究会が

忘れられません。当時は生活科の全

面実施前であり、子どもたちの周り

を囲むように多くの先生が参観して

いました。参加している先生の中に

は、活動中の子どもに、これまでの

活動について質問するなど、授業中

に参加者の先生と子どもが会話して

いる姿があり、新教科生活科の関心

の高さを感じたものでした。この時

の研究会の授業では、子どものやり

たいことを活動につなげる方法を模

索しながら指導しました。参会の先

生からは、子どもたちが自ら活動し

ている姿を見て「自立しています

ね。」と驚かれました。

いましたが、「自分が乗るもの」へと

より身近な体験を大切にする内容に

変わっていきました。理科でも「何

を水に溶かしたらおいしい飲み物が

作れるかな。」など、実験の基礎を自

分との関わりで作ったんです。

田中　私は平成6年に2年生を受け
持ち、教員としても生活科がスター

トでした。校庭のクルミを伐採した

時は、生活科の学習に取り入れて、

クルミの料理を作り、家族単元へつ

なげました。今でも、「あの授業は

楽しかったね。」と話題になります。

子どもの声から単元をつなぐことを

大切にしています。

加藤　初めての研究授業で厳しい指
摘を受けたことを覚えています。子

どもたちは「遊びのコーナー」へ行く

たびに、振り返りのカードをたくさ

ん書いていたのですが、カード作成

が目的になり、交流がおろそかにな

ってしまいました。目的か方法かを

区別するきっかけになりました。

森田　カードなどでの振り返りは大
切ですが、その目的を考えること

は、現在でも大切ですね。

▼「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」の
批
准

平成6年
（1994）

新教科「生活科」の誕生
当時の低学年社会科・理科と
異なる学び1

▼
中
教
審
答
申（
生
き
る
力
と
ゆ
と
り
）

平成8年
（1996）

学習指導要領改訂
❶児童が身近な人や社会、自然とかかわる体
験を一層重視する。❷直接かかわる活動や体
験の中で生まれる知的な気付きを大切に指導
が行われるようにする。❸各学校において，
地域の環境や児童の実態に応じて創意工夫を
生かした教育活動や重点的・弾力的な指導が 
一層活発に展開できるようにする。

生
活
科

基礎基本を確実に身に付けさせ、自ら学び自
ら考える力などの「生きる力」の育成。（教育
内容の厳選、「総合的な学習の時間」の新設） 

［実施：平成14年度］

総
則

平成10年
（1998）

▼
生
活
科
で
は
、
２
学
年
ま
と
め
て
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
12
項
目
が
８
項
目
に
な
る
。
教
科
書
も
上
・

下
巻
と
な
り
、
よ
り
弾
力
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
展
開

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

▼
指
導
要
録
の
改
正（
指
導
と
評
価
の
一
体
化
）

平成13年
（2001）

▼
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正（
歯
止
め
規
定
緩
和
）

平成15年
（2003）

▼
文
科
省「
学
び
の
す
す
め
」（
確
か
な
学
力
）

平成14年
（2002）

実体験を重視していたため、
調理や製作をする活動を多
く取り入れていました。
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生活科探求ロード

▼
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
シ
ョ
ッ
ク（
学
力
重
視
）

平成16年
（2004）

大宮　初めて生活科を担当したの
は、平成6年です。特に心に残って

いるのは、子どもたちがグループご

とに地下鉄を利用してゴール地点に

集まる「雪まつり探検」です。感想に

は「ドキドキしました。」という言葉

がよく出てきます。この「ドキドキ」

の感情が、大切だと感じます。

森田　現在では難しいけれど、昔は
大胆に挑戦できたことってあります

よね。中には教科の意図から外れて

いるものもあったかもしれません

が、大胆な活動の中に生活科の本質

があったような気がします。

礒島　子どもの感想を聞くと生活科
のよさがわかります。私がもらった

感想には、「電車に乗る時、はらは

らドキドキしました。お金を払うの

が心配だからです。……思い切って

お金を入れて外に出ました。私は気

持ちがすかっとしました。」とありま

す。「はらはらドキドキ」の経験が、
自立の基礎を養う生活科の本質だと
実感しました。

大宮　「危ない。」「誰が責任を取る
の。」という周りの意見には迷いまし

が大切だと思います。

加藤　「自分の力でできた」という生
活科の経験はその後にも活かされて

います。

森田　さまざまな事故などに対する
手立てが難しい世の中ですね。学校

の目標を段階的に計画して、一貫し

た学習にしたいです。

たね。だから２年間を見通して学習

を組み、1年生の学校探検、公園探

検、２年生の「雪まつり探検」につな

げました。通過する駅をみんなで覚

えて、自分で切符を買って乗車し

て。子どもの力でさまざまな人と関

われるようにしました。安全に守ら

れすぎるより、少し冒険できたほう

が、「はらはらドキドキ」できると思

います。保護者にも協力してもら

い、成長の過程を見せて、子どもだ

けでも大丈夫だと思ってもらうこと

「遊んでいるだけに見える。これが

授業なの？」と言われ、はっとしま

した。生活科の学習のねらいについ

て、保護者への説明不足であったか

らだと思います。現在は多くの保護

者が生活科の学習経験者ですが、当

時は生活科を知らない保護者への説

明に学校差があったと思います。

森田　授業を作る中で、困ったこと
はありましたか。私は、子どもとの

ストーリーを大切にしたいと思いな

がらも、よりよく導きたい気持ちも

あり、子どもの反応が思いどおりで

はないことにもがいていましたね。

加藤　自分の子どもの参観日に公園
で遊ぶ生活科の授業を見た妻から

遊びの価値とは？
逆風時代
ー遊んでいるだけでよいのか生活科ー3

生活科の本質とは？
「はらはらドキドキ」の経験が
自立の基礎に2

平成20年
（2008）

学習指導要領改訂
❶気付きの明確化と気付きの質を高める学習活動の充
実。❷活動や体験したことを言葉や絵で表す表現活
動を一層重視する。❸中学年以降の理科の学習との
連続性を視野に入れる。❹安全な登下校の重要性，
自然の素晴らしさや生命の尊さを実感する指導を充実
する。❺合科的・関連的な指導の一層の充実を図る。

生
活
科

「生きる力」の育成、基礎的・基本的な知識・技能の
習得。思考力・判断力・表現力等の育成のバランス

（授業時数の増、指導内容の充実、小学校外国語活
動の導入）

［実施：平成23年度］

総
則

▼
中
教
審
答
申（
活
用
重
視
・
授
業
時
数
増
）

▼
中
教
審
答
申（
地
方
分
権
）

平成17年
（2005）

▼
戦
後
初
め
て
の
教
育
基
本
法
改
正

平成18年
（2006）

▼
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
再
開

平成19年
（2007）

子どもと対話して進めていく
生活科の考え方は、他の教
科の授業にも活きました。
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礒島　最初は保護者も生活科がわか
らなかったんです。移行期には保護

者にも生活科について一緒に考えて

もらいました。また保護者には、生

活科でこう育つのだと、お便りや懇

談会で子どもの言葉や写真を共有し

ていました。活動でも、保護者と活

動を準備して、成果を伝えていまし

た。

田中　野菜栽培でも、鉢や野菜選び
から協力してもらいました。

森田　生活科の授業は、「活動あっ
て学びなし」と今も昔も言われま

す。「遊んでいるだけでよいのか生

活科」について、どう思いますか。

大宮　遊びを通して自分もやりたい
と思ったり、他者と関わる中でどん

な反応があるかを考えたり、遊びの

中にはさまざまな学びがあります

が、ただ遊んでいるだけのように見

える人もいるかもしれません。だか

らこそ教師がどんな学びがあるかを

見取り、わかりやすく説明したいで

すね。

森田　説明責任がありますよね。
大宮　現在では活動を通して、子ど
もが何を考えているか、自分から関

わってうまくいかないときにどう調

整するかを見取り、粘り強く学ぶ姿

を伝える必要があります。

礒島　教師がどのような姿勢で遊び

し」と言われていました。子どもの

主体性を育むという生活科の特性ゆ

えに、行き過ぎた支援観への危惧が

ありました。思いや願いを大切にす

るあまり、子ども任せにしすぎる

「学習支援案」が作られ、思考の流れ

ではなく支援を中心に書く研究が一

時期流行していました。しかし、総

合的な学習の時間で整理・分析が課

題として取り上げられると、生活科

でも活動や体験を通した気付きにつ

いて考え表現する場を意図的に指導

するなど、教師側の意識が変わって

きました。それにより、支援と指導

のバランスがよくなったように感じ

ます。

森田　指導を恐れるな！ですね。

を考え、どのように関わるかで、生
活科の学びは大きく変わると思いま
す。遊びの中の学びを教師が理解で
きれば、遊びの価値を感じることが

できます。目的をもつ子どもには、

達成できるまで教師が関わったり、

一緒に遊んで関わってみたりできる

でしょう。遊びの価値観を理解でき

れば、教師の関わり方も変わりま

す。生活の中で日常的に子どもと関

われるのは、学級担任の強みです。

子どもと先生が、授業を一緒に作る
感覚が大切であると思います。
森田　ただ遊ばせるだけではなく、
『遊びの価値をかみしめる』ことが必
要ですよね。子どもから出てきた言
葉を見取り、学びにつなげたいで

す。

田中　今の生活科では、教師はあま
り遊ばせたり、子どもと遊んだりし

ていないと思います。例えば、教室

の入り口に「研究所」のカードリーダ

ーを作るだけで、子どものストーリ

ーが始まり、活動を進めます。この

ようなエピソードを、教師がどれだ

け拾えるかが大切だと思います。

森田　最近の振り返りでも、事実の
羅列が多く、子どもたちの心の言葉

が書かれていない気がしますね。

加藤　生活科が始まった頃、「活動
あって学びなし」「支援あって指導な

▼
教
育
再
生
実
行
会
議

（
い
じ
め
対
策
、
教
育
委
員
会
改
革
、
大
学
改
革
）

▼
第
２
期「
教
育
振
興
基
本
計
画
」

（
社
会
を
生
き
抜
く
力
）

平成25年
（2013）

▼
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正

（
道
徳
が「
特
別
の
教
科
」化
）　

実
施
：
平
成
30
年
度

▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
国
連
採
択

▼
中
教
審
答
申（
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
）

平成27年
（2015）

▼
東
日
本
大
震
災

平成23年
（2011）

平成29年
（2017）

学習指導要領改訂
❶体験的な学習を通して育成する資質・能力の具体化。❷「身近な生活に関する見方・考え方」
を生かし、自立し生活を豊かにしていくための資質・能力の育成を明確化。❸内容構成を3つ
に整理。❹多様な学習活動や動物飼育・植物栽培の重視、スタートカリキュラムの促進。

生
活
科

「生きる力」の育成を目ざし資質・能力を三つの柱で整理する。社会に開かれた教育課程の実現
を目ざす。（「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善、カリキュラム・マネジメント
の推進、小学校外国語科の新設など）
特に第１学年入学当初における生活科を中心とした合科的な指導については、新入生が、幼児
教育から小学校教育へと円滑に移行することに資するものであり、幼児教育との連携の観点か
ら工夫することが望まれる。　
＊スタートカリキュラムが総則に規定される

［実施：令和2年度］

総
則

子どもの声をよく聞いて、ド
キドキできる体験をたくさん
させました。
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生活科探求ロード

森田　生活科は昔と今では大きく変
わってきていて、そのうちのひとつ

がICTだと思います。みなさんはど

のように使っていますか。私は校区

探検の際に、保護者に写真を撮って

もらって、あとで紹介するような使

い方をしていました。

田中　コロナ禍の時に地図を使って
自分の家から学校までの行き方を調

べる活用をしたことがあります。

加藤　最新のICTはすごいことがで
きるなという実感はあります。生活

科のチームティーチングをした時、

実物投影機を使ってミニトマトの葉

やカードをテレビで共有すると、子

どもたちの反応がわかりやすかった

ため、よく使いました。子どもたち

の伝え合う質が変わったように感じ

ます。

礒島　私もビデオカメラを使って、
大きい画面に写真を映しながら、保

護者に子どもたちの様子を共有して

いました。ただ、ICTを使うことが
目的になってはいけないですよね。
例えば、生活科は活動と思考を通し

て、表現活動をすることが大切であ

り、振り返りが不可欠です。現代の

子どもたちは、ICTの普及により、

振り返りの仕方が大きく変わったと

感じます。振り返りをして共有する

ことが以前よりも容易になりまし

た。逆に、写真を撮って見たり感じ

たりしたつもりになるなど、実際に
諸感覚を使って感じることを曲げて
はいけません。なんのためにICTを
使うのか、教師が気をつけてあげる

必要があります。

森田　学んだ気持ちになってしまう
ような使い方ではなく、子どもの思

いや願いを汲むような使い方をした

いですね。

大宮　ミニトマトの葉を撮影して拡
大すれば、虫眼鏡のように細かい部

分がよく見えることはよいことです

▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
提
唱（
感
染
症
拡
大
を

受
け
実
施
が
早
ま
り
、
令
和
３
年
度
に
は
一
人
一
台

端
末
が
ほ
ぼ
完
了
）

令和元年
（2019）

生活科の新しい学び
何のためにそれをするのか、
理由の言える活動を4

明日へつなぐ生活科
生活科は日常を
変える力のある教科5

森田　さて、現代まで話をすすめて
きましたが、生活科を長年研究して

きた先生がたにとって、生活科はど

のようなものだと振り返りますか。

が、ザラザラした手触りや、触った

時の匂いはICTでは体験できませ

ん。だからこそ、ICTでできること

とできないことを教師が考えること

が大切であると思います。

田中　どうしてその写真を撮影して
おこうと思ったの、という問いかけ
が大切ですよね。
加藤　デジタルもアナログも、どち
らかが大切なのではなく、どちらも

大切ですよね。アナログ的な学習と

は違うデジタルのよさも活かしなが

ら使い分けていく、ハイブリッドな

学びが大切だと思います。

▼
全
国
一
斉
臨
時
休
校

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
）

▼
外
国
語
活
動
の
必
修
化
・
教
科
化

令和2年
（2020）

▼
中
教
審
答
申（
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
）

▼
幼
児
教
育
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ン（
幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム
）

令和3年
（2021）

▼
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
段
階
的
導
入

▼
中
教
審
答
申（
新
た
な
教
師
の
学
び
の
姿
の
実
現
、

質
の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
）

令和4年
（2022）

▼
こ
ど
も
基
本
法
の
施
行
、
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足

▼
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定

▼
第
４
期「
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
持
続
可
能
な
社
会

の
創
り
手
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
）

令和5年
（2023）

▼
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
外
国
語
で
先
行
導
入（
令
和
７

年
度
以
降
、
算
数
・
数
学
で
も
導
入
を
検
討
）

▼
中
教
審
答
申（
質
の
高
い
教
師
の
確
保
の
た
め
の
環

境
整
備
）

令和6年
（2024）

▼
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正（
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
代
替
と
し
て
使
用
可
能
）（
平
成
31
年
度
か
ら
）

▼
第
３
期「
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
教
育
立
国
の
実
現
）

平成30年
（2018）

何を伝えるためにICTを使
うのかをよく考えたいです
ね。
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大宮　生活科の「はらはらドキドキ」
は、大がかりな探検の中だけでな

く、日常の中にもあるものだと思い

ます。探検に備えて駅名を覚え、み

んなで発表会をするのも、次の探検

活動につながっている実感を得ると

ともに、「はらはらドキドキ」な活動

でした。教師も子どもたちも楽しく

取り組めることが生活科の醍醐味で

あると思いますし、さまざまな場面

に活かすことができることだと思い

ます。

田中　私は、子どもたちのストーリ
ーを大切にしていたので、常に子ど

もたちの様子を見て、さまざまなド

キドキする体験をさせるようにして

いました。私が若い頃は、自由に後

押ししてもらえる環境であったし、

楽しい生活科ができていたなと思い

ます。若い教師にも、もっと大胆に

さまざまな活動をしてよいと伝えら

れればよかったという思いもありま

す。

加藤　生活科の考え方は、他の教科
や特別活動にも影響があるもので
す。また、この考え方が、自分の授
業観や評価観を広げてくれたと感じ

ています。生活科は子どもにとって

の学ぶ価値はもちろん、教師にとっ
ても子ども観や授業観、評価観を変
える重要な教科だと思います。私の
生活科の実践経験は4年間だけなの

ですが、総合的な学習の時間などで

も、生活科の考え方を活かしてきま

したし、生活科の研修講座などでも

この考えを伝えてきました。生活科

のよさを伝えられる自分になれたこ

とが、自分の教師人生に大きな影響

を与えたと思います。

礒島　生活科との出会いは、自分に
とって大きなできごとでした。未知

の教科を、理論と実践を繰り返して

自分のものにしていく中で、一番の

原動力は子どもたちの声でした。子

どもたちの声を通して新しいことを

実践し、理論にあたって、また子ど

もたちの声を聞いて実践をする、と

いう学び方ができたという自信が私

の学び方の基礎となっています。思

いや願いを大切にして、活動後の表

現活動をするという生活科の授業観

や教師観はそれまでの教科にはなか

ったもので、教師はさまざまなアイ

デアで子どもと関わり続けてほしい

です。また、生活科は授業時間外に

も学びがつながっている教科だと思

います。休み時間や放課後に活動を

したり、土日を使って調べ物をした

りして、次の時間には更に思いや願

いが膨らんでいく学習ができます。

このように授業と授業の間に起こる
できごとが大切な教科であり、それ
が強みであると思うため、それを一

般化して広めていきたいです。

森田　「自立の基礎を育てる」ことが
できるのが生活科だと言われていま

黎明期の生活科について
は、教育情報誌「学びの力 
e-na!! vol.7」にも記事があ
ります。

すよね。最近の子どもたちは自立の

力が弱くなっているのではないかと

心配しています。だからこそ、生活

科の大切さを再認識するチャンスで

はないかと思っています。現代の子

どもたちには何が必要なのか、子ど

も目線で一緒に考えてあげながら進

めていける教科が生活科であり、今

後はより大切になっていく世の中に

なると、今日の座談会を通して改め

て感じました。

大宮　生活科で遊びから学ぶことは
本当に大切だと思っています。小さ

い頃にたくさん遊んできて遊ぶ力を

持っている人は、大人になってもた

くましいし、社会で活躍できるんで

はないかと思いますね（笑）。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、教
師
自
身
が

『
遊
び
の
価
値
を
か
み
し
め
る
』

こ
と
が
必
要
で
す
よ
ね

子どもの声を原動力として、
たくさん関わることを大切に
しました。
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